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　ＪＦＥグループの誕生　ＪＦＥグループの誕生

『日本鋼管と川崎製鉄が経営統合し、
ＪＦＥグループが誕生しました。』

『日本鋼管と川崎製鉄が経営統合し、
ＪＦＥグループが誕生しました。』

ＪＦＥホールディングス（株）

　　　ＪＦＥスチール（株）

　　　ＪＦＥエンジニアリング（株）

　　　ＪＦＥ都市開発（株）

　　　川崎マイクロエレクトロニクス（株）

　　　ＪＦＥ技研（株）

ＪＦＥホールディングス（株）ＪＦＥホールディングス（株）

　　　　　　ＪＦＥスチール（株）ＪＦＥスチール（株）

　　　　　　ＪＦＥエンジニアリング（株）ＪＦＥエンジニアリング（株）

　　　ＪＦＥ都市開発（株）　　　ＪＦＥ都市開発（株）

　　　川崎マイクロエレクトロニクス（株）　　　川崎マイクロエレクトロニクス（株）

　　　ＪＦＥ技研（株）　　　ＪＦＥ技研（株）

ＪＦＥグループは、
常に世界最高の技術をもって
社会に貢献します。

ＪＦＥグループは、
常に世界最高の技術をもって
社会に貢献します。

企業理念企業理念

新グループの名称について
｢Ｊ｣は日本、｢Ｆ｣はＦｅ、｢Ｅ｣はエンジニアリングを意味し、
鉄鋼とエンジニアリングをコア事業とした
｢日本を代表する未来志向の企業グループ
（Japan Future Enterprise）｣を表す。

ＪＦＥグループ
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全ての事業活動
における
環境負荷低減

ＪＦＥの環境経営の３本柱

環境に配慮した
技術・商品の提供

環境ビジネスの
推進

自動車軽量化
によるＣＯ２削減

高張力鋼板 ｸﾛﾑﾌﾘｰﾒｯｷ鋼板

環境負荷低減
に貢献

リサイクル事業の推進

環境ニーズ商品化

クリーンエネルギーの開発・普及

世界最高の省エネ生産
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・プラスチック高炉原料化
・家電リサイクル
・ＰＥＴボトルリサイクルなど

・次世代クリーン燃料｢ＤＭＥ｣
・燃料電池発電
・風力発電など
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ＪＦＥが推進する資源循環事業と技術ＪＦＥが推進する資源循環事業と技術

★製鉄とエンジニアリングで永年培った環境技術の融合★製鉄とエンジニアリングで永年培った環境技術の融合

　（循環型社会ニーズの先取りと技術開発の推進）

★都市型製鉄所の優位性の徹底追及★都市型製鉄所の優位性の徹底追及

　（首都圏立地、製鉄インフラ活用など）

★政府、自治体との連携による環境調和型まちづくりへの貢献★政府、自治体との連携による環境調和型まちづくりへの貢献

　（環境をキーとした都市づくりへの積極参画）

ＪＦＥグループにおける取組みの特徴
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ＪＦＥの強みを生かしたリサイクル事業展開ＪＦＥの強みを生かしたリサイクル事業展開
（鉄とエンジニアリングのシナジー）（鉄とエンジニアリングのシナジー）

使用済みプラ

自
動
車

プ
ラ

家
電

鉄

汚泥

ｼｭﾚｯﾀﾞｰﾀﾞｽﾄ

建
材

非鉄

鉄鋼製品として世の中へ

（製鉄所を中心としたサイクルの確立）

ｴﾈﾙｷﾞｰ利用

再生材料利用技術
（鉄鋼分野）

高炉原料

製鋼原料

木屑

混合廃棄物

鉄鋼製品

分別・破砕・
造粒技術
（エンジ分野）

製鉄原料へ（分別・破砕・造粒）
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ＪＦＥのリサイクル事業ＪＦＥのリサイクル事業ＪＦＥのリサイクル事業 各種リサイクル法の
整備

各種リサイクル法の
整備

首都圏は最大の
リサイクル市場
首都圏は最大の
リサイクル市場

環境・リサイクル事業を組み込んだ
都市型製鉄所の展開へ

環境・リサイクル事業を組み込んだ
都市型製鉄所の展開へ

製鉄インフラを活かしたリサイクル事業の展開製鉄インフラを活かしたリサイクル事業の展開

近畿圏
18%

その他
56%

首都圏
26%

5120万トン
（平成9年度）

一般廃棄物の排出実績

循環型社会基本法

容器包装リサイクル法

家電リサイクル法

建設資材リサイクル法

食品リサイクル法

自動車リサイクル法
・・・

高炉

転炉

プラ

プラ
鉄
銅

製鉄ガス
(発電、熱源）

ラベル
キャップ

バイオ
ガス

生成
ガス

ＰＥＴ ＰＥＴ
原料

プラスチック高炉原料化

家電リサイクル

ＰＥＴボトルリサイクル

食品リサイクル

建設資材リサイクル
（ガス化溶融設備）
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鉄鉱石Fe+O
プラスチック

C+H

銑鉄
Fe
高炉ガス
CO+H2

高炉を利用したプラスチックリサイクル（事例①）高炉を利用したプラスチックリサイクル（事例①）

プラスチックを還元材としてケミカルリサイクル
鉄鉱石（Ｆｅ２O３） ＋コークス（Ｃ）＋プラスチック （Ｃ、Ｈ） → 鉄（Ｆｅ）  ＋  （ＣＯ２、Ｈ２Ｏ）

利用効率の高いリサイクルプロセス
資源循環とＣＯ２削減に寄与

高炉原料化によるプラスチックの利用効率

還元材利用
６０％

ガス利用

２０％

熱
風
発
電鉄鉱石の還元

プロセス利用：８０％
ロス
２０％

発電ロス
15%

放熱ロス
 5%

鉄鉱石

Fe+O
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

C+H

銑鉄

Fe
CO２+H２O

高炉設備

銑鉄
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コンクリート型枠
（南洋材のケース）

コンクリート型枠パネル
（建設資材として３～５回程度使用）

高炉原料
化前処理

高
炉

使用済みプ
ラスチック

コンクリート型枠（ＮＦボード）製造販売＋高炉原料化／リサイクル

ケミカルリサイクル
南洋材代替として
マテリアルリサイクル

使用済みﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
(原料)

高剛性表面層

軽量発泡構造

600*1800*12mm
重量　約 9kg / 枚 ﾘｻｲｸﾙの仕組み

ＣＯ２削減に寄与

使用済みプラスチックによる使用済みプラスチックによる  コンクリート型枠製造（事例②）コンクリート型枠製造（事例②）

ＪＦＥ
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ゼロエミッション

工業団地

　　マテリアルリサイクル
（ＮＦボード製造）

ＰＥＴボトルリサイクル

使用済家電リサイクル

容器包装プラスチック
高炉原料化

塩化ビニル高炉原料化

東日本製鉄所・京浜地区でのリサイクル施設

リサイクル施設を集結させ、循環資源を製鉄原料等に利用。

紹介事例①

紹介事例②
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ＪＦＥが推進するリサイクル事業の展開状況ＪＦＥが推進するリサイクル事業の展開状況

★福山地区（福山市）★福山地区（福山市）

 ＲＤＦ(ごみ固形化燃料)
　福山ＲＤＦ発電施設（04/４予定）

★京浜地区（川崎市）★京浜地区（川崎市）

★★倉敷地区（倉敷地区（  倉敷市）倉敷市） ★千葉地区（千葉市）★千葉地区（千葉市）

 食品リサイクル
　　バイオガス製造施設（03/6予定）

東日本製鉄所地区西日本製鉄所地区

自治体プラスチックベール化自治体プラスチックベール化
・名古屋市（00/8～）

・仙台市　（00/12～）
・川崎市　 (03/9予定)
・広島市　（04/4予定）

使用済産業系ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
　　高炉原料化    （96/10～）

使用済容器包装ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
　  高炉原料化    （00/4～）

　　ＮＦボード製造 （02/4～)

ＰＥＴﾎﾞﾄﾙﾘｻｲｸﾙ  （02/4～)

家電ﾘｻｲｸﾙ       　(01/4～）

使用済ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ他

　 ｶﾞｽ化溶融施設 （00/4～）
使用済ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ他
  ｶﾞｽ化溶融施設 （04/4予定）

使用済ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ（容器包装プラ）
   高炉原料化   (00/4～)

事業化

事業化予定

事例②

事例①

事例①
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東日本製鉄所地区

ＪＦＥのリサイクル事業の処理規模一覧ＪＦＥのリサイクル事業の処理規模一覧

西日本製鉄所地区

自治体プラスチックベール化

事例①

場所 処理能力等
使用済みプラスチック高炉原料化（容器包装系） 京浜 5万トン/年
使用済みプラスチック高炉原料化（産業系） 京浜 5万トン/年
ＰＥＴボトルリサイクル 京浜 1万トン/年
家電リサイクル 京浜 50万台/年
ＮＦボード製造 京浜 200万枚/年

（2万トン/年）

プラスチック等ガス化 千葉 300トン/日
食品リサイクル 千葉 30トン/日

場所 処理能力等
使用済みプラスチック高炉原料化（容器包装系） 福山 5万トン/年
ＲＤＦリサイクル発電 福山 314トン/日

２０MW

プラスチック等ガス化 倉敷 555トン/日

処理能力等
名古屋市 6万トン/年
仙台市 2万トン/年
川崎市（ＰＥＴボトル） 1500トン/年
広島市 2万トン/年

事例②

事例①
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｢環境調和型街づくり｣への貢献｢環境調和型街づくり｣への貢献（京浜地区の事例）（京浜地区の事例）

京浜臨海部環境シティ構想京浜臨海部環境シティ構想

・古紙リサイクル
・川崎市水処理センターの排水利用
・焼却灰のセメント原料化など

・廃プラスチックのアンモニア原料化（昭和電工）
・古紙リサイクル（信栄製紙グループ）
・プラスチック高炉原料化（ＪＦＥ）
・家電リサイクル（ＪＦＥ）
・ＰＥＴリサイクル（ＪＦＥ、ペットリバース）など

道路・鉄道インフラ整備構想
（川崎アプローチ線、臨海部幹線道路整備など）

住みよく、澄み渡る街づくり住みよく、澄み渡る街づくり

リサイクル施設の集積リサイクル施設の集積

ゼロエミッション工業団地の形成ゼロエミッション工業団地の形成

・ゼロエミ工業団地への電力供給（ＪＦＥ）
・産業系廃棄プラスチックの高炉原料化（ＪＦＥ）
・鉄鋼副産物のセメント原料化（ＪＦＥ→第一セメント）
・磨砂のセメント原料化（旭硝子→第一セメント）
・窒素・アンモニア供給（昭和電工→東亜石油）
・石油精製重質油の軽質油化（東燃→東亜石油）など

石油・化学石油・化学

鉄鋼鉄鋼 セメント業セメント業
・環境エネルギー館（東京ガス）
・川崎エコタウン会館（ゼロエミ工業団地内）

・環境・エネルギー創造研究所など

環境情報発信・啓蒙活動拠点環境情報発信・啓蒙活動拠点

企業連携による環境ネットワーク化

電力・ガス電力・ガス
ゼロエミ
工業団地

ゼロエミ
工業団地

ガラス業ガラス業

・大黒海づり公園、浮島つり園
・海芝公園、ちどり公園など

水際線の確保と市民開放水際線の確保と市民開放
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｢環境調和型街づくり｣への貢献｢環境調和型街づくり｣への貢献（千葉地区の事例）（千葉地区の事例）

資源循環拠点づくり

★廃棄物からのガス製造事業

　　（ＪＦＥサーモセレクト方式：３００ﾄﾝ/日）
★食品廃棄物からのバイオガス製造事業

　　（ＪＦＥビガダン方式：３０ﾄﾝ/日）
★バイオマス（木質系廃棄物）を原料

　 とした発電事業など検討中

資源循環拠点づくり

★廃棄物からのガス製造事業

　　（ＪＦＥサーモセレクト方式：３００ﾄﾝ/日）
★食品廃棄物からのバイオガス製造事業

　　（ＪＦＥビガダン方式：３０ﾄﾝ/日）
★バイオマス（木質系廃棄物）を原料

　 とした発電事業など検討中

レクリエーション・親水緑地 水と緑の環境軸

千葉市が推進する蘇我特定地区整備計画とＪＦＥ

蘇我駅

特定地区整備地域

生活文化軸

総合スポーツ公園の整備

蘇我エコロジーパーク（４０ｈａ）蘇我エコロジーパーク（４０ｈａ）
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ＪＦＥが切り拓く

次世代クリーン燃料｢ＤＭＥ｣プロジェクト
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ＤＭＥ(ジメチルエーテル)の魅力ＤＭＥＤＭＥ((ジメチルエーテルジメチルエーテル))の魅力の魅力

・現在、無害特性などからスプレー缶などの噴射剤として利用されている。

・硫黄分を全く含まないため、燃焼してもＳＯｘが発生せず、ＮＯｘの発生も少ない 。
・セタン価（ディーゼルエンジンの着火特性）が高く、ディーゼル燃料として使用可能。

・さまざまな原料（天然ガス、石炭、炭層メタン、廃棄物など）から製造可能。

・石炭のクリーン利用が可能で、化石燃料枯渇の懸念からも期待大。 
・直接合成による安価・大量製造の技術開発が進められている。

■ＤＭＥ（■ＤＭＥ（  ＣＨＣＨ３３ＯＣＨＯＣＨ３３  ）とは？）とは？

■ＤＭＥの魅力■ＤＭＥの魅力

①①クリーンな燃焼特性クリーンな燃焼特性 

ＬＮＧレベルの
クリーンな発電が可能。

②②セタン価が高い。セタン価が高い。

黒鉛、ＳＯｘゼロの
ディーゼル車燃料に。

③③水素へ改質が容易水素へ改質が容易

燃料電池用燃料に。
（燃料電池車、発電）

④④容易に液化容易に液化　
　
運搬・貯蔵が容易で、
ＬＰＧのインフラ活用可能。

⑤⑤安価（開発中）安価（開発中）　：軽油、ＬＰＧより安く、ＬＮＧ（ＣＩＦ価格）同等を目標

発電用燃料 軽油代替燃料 燃料電池燃料 ＬＰＧ代替燃料

クリーンエネルギー
としての魅力
クリーンエネルギークリーンエネルギー
としての魅力としての魅力
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ＪＦＥのＤＭＥ直接合成技術
1999年に世界で初めて、炭層メタンからのＤＭＥ直接合成に成功。

ＪＦＥのＤＭＥ直接合成技術
1999年に世界で初めて、炭層メタンからのＤＭＥ直接合成に成功。

ＪＦＥのＤＭＥ安価・大量製造プロセスＪＦＥのＤＭＥ安価・大量製造プロセスＪＦＥのＤＭＥ安価・大量製造プロセス

天然ガス
石炭
炭層メタン
石油残渣
石油随伴ガス
廃棄物など

天然ガス
石炭
炭層メタン
石油残渣
石油随伴ガス
廃棄物など

原料 DME製造

触媒触媒
スラリスラリ

冷却

DMEDME
(CH3OCH3)

ＪＦＥのＪＦＥの
キーテクノロジーキーテクノロジー

用　途

発電燃料発電燃料
（ボイラー、ガスタービン）（ボイラー、ガスタービン）

輸送用燃料輸送用燃料
（ディーゼル車、燃料電池車）（ディーゼル車、燃料電池車）

ＬＰＧ代替燃料ＬＰＧ代替燃料

多彩な資源が
原料

ガス改質
（ＣＯ､Ｈ２ ）

CO, H2

ＪＦＥの開発技術
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｢黒鉛ゼロ｣のディーゼル自動車への取り組み

ＤＭＥ自動車公道走行試験開始（2002年2月）

 

0.021

0.25

0.18

0.027
0.09

0.7

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

排
出
量
　
　
ｇ
／
kW
h

DME自動車 長期規制
現行規制

新短期規制
Ｈ1４～

新長期規制
Ｈ1７～

（Ｈ６規制）
（H5年車）

□ 中央環境審議会第４次答申(H12)
■ 中央環境審議会第５次答申(H14)

ＰＭ（粒子状物質）
の新長期規制をクリア

ＰＭ（粒子状物質）
の新長期規制をクリア

すす無く

燃料タンク
（プロパンタンク使用）

燃料供給ポンプ
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ＤＭＥ自動車普及モデル事業

������ ������������ ������

DMEスタンド

路線バス

車両基地

DMEタンク

路線
��

ゴミ収集車

����

ゴミ収集車

ゴミ焼却場ゴミ焼却場

DMEスタンドDMEスタンド

��
��

ゴミ収集車

��
��

��
��

ゴミ収集車

集配車両

店舗店舗

神奈川県と連携して、路線バス、ごみ収集車などを
想定した普及モデル事業を推進中
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ＤＭＥ製造の早期実用化に向けてＤＭＥ製造の早期実用化に向けて

実証プラントへ
（１００ﾄﾝ／日）

Ｄ
Ｍ
Ｅ
の
供
給
開
始
（
商
用
化
）

Ｄ
Ｍ
Ｅ
の
供
給
開
始
（
商
用
化
）

５ﾄﾝ５ﾄﾝ//日のベンチプラント（釧路市）日のベンチプラント（釧路市）

２００６年～

ＤＭＥ事業化検討会社設立
ディーエムイーインターナショナル（株）

ＪＦＥグループ
豊田通商株式会社
株式会社日立製作所
トタルフィナエルフ
丸紅株式会社
出光興産株式会社
国際石油開発株式会社
日本酸素株式会社
エルエヌジージャパン

国家プロジェクトとして推進
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｢環境のことならＪＦＥ｣を目指します。

ＪＦＥは、技術革新による環境保全と環境ビジネスの推進を通じてＪＦＥは、技術革新による環境保全と環境ビジネスの推進を通じて
循環型社会に貢献するとともに、企業として発展していく。循環型社会に貢献するとともに、企業として発展していく。

オフィス街

風力発電

工場群

製鉄所

住宅街

下水処理場

ごみ処理場

浄水場

LNGタンクＤＭＥプラント

リサイクルセンター
電気・ガスなど

廃プラスチックなど

家電、自動車など

２１世紀のクリーンエネルギー

総合リサイクル

環境関連エンジニアリング

鉄鋼エコ商品


